
東南アジア学会 
第82回研究大会 
 
日時：２００９年１２月５日（土）、１２月６日（日） 

会場：慶應義塾大学三田キャンパス西校舎（〒108-8345 東京都港区三田2-15-45） 
 

一般の方（非会員）のご来聴（無料）を歓迎します。 

 

１２月５日（土） 14:00-17:40 

開会の辞（５１５教室）  大会準備委員長 倉沢愛子 

自由研究発表（第 1会場 ５１５教室） 

司会：小林寧子 

◇失われたカルティニの声を求めて：1911年版と 1987年版の
書簡集の対比で表出した問題についての一考察（富永泰代） 

◇蘭領東インドにおけるアラブ人協会「イルシャード」の教育

活動：設立者の理念とその展開（山口元樹） 

◇フィリピンのイスラーム改革主義とナショナリズム：アフマ

ド・バシル著『フィリピン・イスラーム史』をめぐって（川島

緑） 

自由研究発表（第 2会場 ５１６教室） 

司会：高橋宏明 

◇カンボジア南西部山地におけるカルダモン利用の変化と地域

差：カルダモンの利用継続の背景要因の考察（石橋弘之） 

◇兵士になるということ：カンボジアとアチェ州を例として（東

佳史） 

◇ベトナム少数民族の高等教育機関進学における人的資本の再生

産メカニズム（伊藤未帆） 

 

司会：飯島明子 

◇「プラ・マーライ」文献の成立と写本の伝播について（山本

聡子） 

◇１６・１７世紀のパタニ像：伝説に基づいた事実（ピヤダー・

ションラオン） 

 

司会：伊藤眞 

◇ジャムー売りの郷：ソロ出かせぎ送り出し圏の生成と発展（間

瀬朋子） 

◇シンガポール映画『881』から見る政府・映画制作者間の「交渉

のダイナミズム」（盛田茂） 

 

 

１２月６日（日） 09:30-16:20 
シンポジウム   企業進出と地域社会変容 （５１９教室） 司会：吉村真子 

◇趣旨説明（内藤耕） 

◇インドネシア・カラワンにおける日系工業団地進出と周辺農村社会の変容（小池誠） 

◇タイにおける土着の技術発展とグローバル化：技術移転、企業進出、土着化をめぐるダイナミズム（森田敦郎） 

◇ベトナム北部農村の工業化：ナムディン省タインロイ社の事例から（新美達也） 

◇コメント（平川均／駒形哲哉） 

閉会の辞（５１９教室） 
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